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要旨 

  

本研究では、仙台市の地上気温とヒートアイランドに対する都市化の影響を調査した。

私たちは 1850 年代と 2000 年代を比較することによって、都市の開発時から現在までの過

去 150年間の都市化の影響を評価した。私たちは、水平分解能１kmのWRFモデルと３つ

の土地利用データ、すなわち潜在自然植生データと２つの現実的な土地利用データ（1850

年代と 2000 年代）を用いた。はじめに、2000 年代の土地利用データを用いた基準実験の

結果を観測データから検証した。その結果、WRFモデルが宮城県内の６地点で観測された

気温の日変化をよく再現できることが分かった。WRFモデルのバイアスは、８月平均気温

（10年平均値）で－0.29℃から－1.18℃、２月平均気温（10年平均値）で－0.44℃から－

1.50℃程度であった。次に、仙台市およびその周囲の気温分布に対する都市化の影響を評価

した。1850 年代の土地利用データを用いた実験では、仙台の都市域がとても小さいため、

ヒートアイランドは無視できる程度であった。この実験での気温は、潜在自然植生データ

を用いた実験での気温とほぼ同じであったことに注意されたい。1850 年代の土地利用デー

タを用いた実験と2000年代の土地利用データを用いた実験から得られた仙台中心部の月平

均気温を比較したところ、2000 年代の土地利用データを用いた実験は 1850 年代の土地利

用データを用いた実験に比べて、２月平均気温で 1.40℃高くなり、８月平均気温で 1.30℃

高くなることが分かった。同様に、２月および８月の夜間（1800-0500JST）平均気温はそ

れぞれ 2.20℃および 2.00℃高くなることが分かった。 
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